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伝
統
文
化
が
拡
げ
る

豊
か
な
未
来
の
可
能
性

　

研
究
事
業
の
正
式
名
称
は
、「
持
続
可

能
な
社
会
に
向
け
た
伝
統
文
化
の
『
表

現
』
研
究
」。
事
業
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
２
０
１
７
年
度
に
新
設
し
た
伝

統
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、「
研
究
」「
教
育
」「
社
会

連
携
活
動
」
を
大
き
な
軸
と
し
て
、
世
界

有
数
の
工
芸
産
地
で
あ
る
京
都
を
中
心
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
の
手
仕
事
と
の
連

携
を
め
ざ
し
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
象
徴
的
な
研
究
が
「
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
業
界
に
お
け
る
持
続
可
能
な
原
材

料
と
し
て
の
魚
革
の
開
発
」
で
す
。
近
年
、

欧
米
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
で
は
動
物
愛

護
や
環
境
保
護
の
観
点
か
ら
、
皮
革
や
毛

皮
の
使
用
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
ヘ
ビ
、
ワ
ニ
、
ダ
チ
ョ
ウ
な
ど

の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
レ
ザ
ー
の
代
替
品
と
し

て
注
目
さ
れ
た
の
が
、
食
材
加
工
の
過
程

で
大
量
に
廃
棄
さ
れ
る
魚
の
皮
で
し
た
。

現
在
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た

各
国
の
伝
統
的
な
加
工
技
術
を
応
用
し
、

な
め
し
た
魚
の
皮（
魚
革
）を
持
続
可
能
な

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素
材
と
し
て
活
用
す
る
目

的
で
、
本
学
を
含
む
世
界
９
つ
の
研
究
機

関
が
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
学

か
ら
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
領
域
と
伝
統
産
業

領
域
の
研
究
者
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
ス
教
員
小
北
光
浩
と
伝
統
産
業
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
の
米
原
有
二
が
、

天
然
染
料
を
使
っ
た
京
都
の
伝
統
染
色
の

技
術
を
魚
革
に
応
用
す
る
方
法
を
探
っ
て

い
ま
す
。
藍
染
め
、
型
染
め
、
浸
染
な
ど

多
様
な
京
染
物
の
技
術
の
な
か
で
素
材
に

合
う
も
の
は
ど
れ
か
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
素

材
に
欠
か
せ
な
い
鮮
や
か
な
色
合
い
を
天

然
染
料
で
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
か
。

こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
、
多
く
の
職
人

の
協
力
を
得
な
が
ら
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
て
い
る
最
中
で
す
。
こ
の
共
同
研
究
に

は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
は
じ
め
伝
統
工

芸
や
漁
業
と
い
っ
た
幅
広
い
分
野
の
人
々

が
関
わ
っ
て
お
り
、
質
の
よ
い
革
の
生
産

技
術
向
上
に
加
え
て
、
次
世
代
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
や
も
の
づ
く
り
に
向
け
て
、
多
角

的
な
視
点
か
ら
ア
イ
デ
ア
や
技
術
、
知
識

を
交
換
で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
セ

ン
タ
ー
で
は
ほ
か
に
も
、
伝
統
産
業
の
研

究
を
起
点
と
し
て
、
世
界
各
国
の
異
な
る

分
野
の
研
究
者
と
の
交
流
を
積
極
的
に
行

っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
７
月
に
は
オ

ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
開
催
さ
れ
た

国
際
ア
ジ
ア
研
究
者
会
議（IC

A
S

）の
分

科
会
「Humanities across Borders

（
越
境
す
る
人
文
学
）」
に
参
加
。
米
原
セ

ン
タ
ー
長
が
研
究
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

米
原
は
報
告
の
な
か
で
藍
染
め
と
い
う
伝

統
技
法
に
つ
い
て
、
藍
染
料
を
つ
く
る
た

め
の
農
業
や
排
水
処
理
な
ど
の
自
然
環
境
、

職
人
の
労
働
報
酬
な
ど
、
地
域
の
未
来
に

か
か
わ
る
多
様
な
課
題
を
含
ん
で
い
る
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

京
都
精
華
大
学
と

伝
統
的
な
も
の
づ
く
り

　
今
回
の
事
業
は
開
学
当
初
か
ら
本
学
が

取
り
組
ん
で
き
た
、
京
都
の
伝
統
的
な
も

の
づ
く
り
現
場
と
の
密
接
な
連
携
が
基
盤

に
な
っ
て
い
ま
す
。
１
９
７
９
年
に
開
講

し
、
今
で
は
名
物
科
目
の
ひ
と
つ
に
な
っ

て
い
る
「
京
都
の
伝
統
産
業
演
習（
旧

：

学
外
実
習
）」
で
は
、
学
生
が
伝
統
産
業

の
工
房
に
通
い
手
仕
事
の
技
や
そ
の
精
神

性
を
学
ん
で
い
ま
す
。
例
年
30
人
ほ
ど
、

過
去
40
年
間
で
累
計
３
５
０
０
人
超
の
学

生
が
参
加
し
て
き
た
こ
の
科
目
で
は
、
京

都
の
伝
統
産
業
の
工
房
で
２
週
間
の
実
習

を
体
験
し
ま
す
。
織
物
、
京
友
禅
、
京
焼

・
清
水
焼
、
文
化
財
修
復
な
ど
、
多
岐
に

わ
た
る
工
房
の
協
力
を
得
て
多
く
の
学
生

が
生
き
た
伝
統
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
身
に
つ
け
た
技
術
を
自
身
の
表 ライデン大学で行われたICASに参加

京
都
精
華
大
学
が
開
学
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で

き
た
伝
統
文
化
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
の
蓄

積
を
、
未
来
に
向
け
た〈
持
続
可
能
な
社
会
〉

に
生
か
す
た
め
の
事
業
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
数
百
年
続
く
伝
統
的
な
も
の
づ
く

り
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
の
な
か
に
、
世
界
規
模

の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
革
新
的
な
手
が
か
り

を
求
め
、
世
界
の
研
究
者
と
協
働
し
て
活
動
の

幅
を
広
げ
て
い
ま
す
。
本
事
業
は
文
部
科
学
省

「
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
に

も
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
）
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
染
色
技
術
を
用
い
、
天
然
染
料
を

 

使
っ
て
染
め
ら
れ
た
魚
革

伝
統
産
業
の
課
題
か
ら

持
続
可
能
な
社
会
を

特 

集
京都精華大学
伝統産業イノベーションセンターとは
40年以上にわたり京都精華大学が培って
きた伝統産業の知見を活用し、社会課題の
解決を探る研究活動とその教育への還元を
目的に2017年に設立。世界有数の工芸産
地・京都を拠点に、さまざまな国や地域の工芸
産地や研究機関との連携を行っています。

K I N O  P R E S S  /  0 10 2  /  K I N O  P R E S S



2018年「八瀬陶窯」調査中に発見された
石黒宗麿作・木葉天目茶碗

現
に
取
り
入
れ
る
学
生
も
い
れ
ば
、
日
本

文
化
へ
の
関
心
を
深
め
て
研
究
者
や
起
業

家
を
目
指
す
学
生
、
演
習
を
き
っ
か
け
に

職
人
と
し
て
の
道
を
選
ん
だ
卒
業
生
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
短
い
演
習
期
間
で
す

が
、
工
房
で
弟
子
の
よ
う
に
過
ご
す
日
々

を
通
し
て
、
学
生
た
ち
は
「
伝
統
」
の
一

端
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

京
都
を
起
点
に
し
た

手
仕
事
の
循
環

　
伝
統
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
学
生
の
自
主
活
動
に
よ
る
、
課
題
解

決
の
実
践
も
支
援
し
て
い
ま
す
。
特
別
ゼ

ミ
「
工
藝
部
」
は
、
京
都
の
工
房
の
廃
棄

品
に
新
し
い
価
値
を
つ
け
て
販
売
し
、
売

上
げ
を
道
具
や
材
料
の
枯
渇
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
還
元
す
る
「
手
仕
事
の
循
環

を
つ
く
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
西
陣
織
や
木
漆

工
の
工
房
な
ど
10
箇
所
以
上
を
見
学
し
、

端
切
れ
を
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
に
加
工
す
る
な

ど
し
て
学
園
祭
や
京
都
市
内
の
手
づ
く
り

市
で
販
売
。
収
益
の
約
５
万
円
を
丹
波
漆

の
継
承
活
動
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

寄
付
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
第
12
回

「
京
都
・
文
化
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
」
ア
イ
デ
ア
部
門
で
京
都
府
知
事

賞 
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
大
学
に
お
け
る
教
育
と
伝
統
的

な
産
業
と
の
間
で
、
相
互
に
発
展
し
て
い

け
る
新
し
い
関
係
性
も
模
索
し
て
い
ま
す
。

数
百
点
の
陶
片
に
探
る

人
間
国
宝
の
表
現

　
そ
の
他
の
研
究
活
動
と
し
て
は
、
初
の

人
間
国
宝
で
あ
り
、
近
代
陶
芸
を
代
表
す

る
陶
芸
家
・
石
黒
宗
麿
氏
と
、
彼
が
晩
年

を
過
ご
し
た
工
房
兼
住
居
「
八
瀬
陶
窯
」

の
調
査
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。
石
黒
氏

は
失
敗
作
を
す
べ
て
割
っ
て
処
分
し
て
い

た
た
め
、
現
存
す
る
作
品
が
少
な
い
作
家

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
登
り
窯
で

発
見
さ
れ
た
数
百
点
の
陶
片
か
ら
は
、
彼

の
高
い
技
術
と
試
行
錯
誤
の
跡
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
、
調

査
中
に
未
発
表
の
「
木
葉
天
目
茶
碗
」
を

発
見
。
多
く
の
専
門
家
や
陶
芸
フ
ァ
ン
の

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
世
界
で
も
っ
と
も
伝
統
工
芸
が
残
る
都

市
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
京
都
は
、
こ
れ
か

ら
の
も
の
づ
く
り
を
考
え
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
場
所
。
ま
た
、
伝
統
的
な
手
仕
事
の

視
点
と
、
伝
統
産
業
が
抱
え
る
課
題
は
、

農
業
・
自
然
環
境
・
労
働
問
題
な
ど
の
地

域
の
未
来
に
関
わ
る
課
題
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。
２
０
１
５
年
に
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
たSD

G
s

（Sustainable 
D
evelopm

ent G
oals

：

持
続
可
能
な

開
発
目
標
）な
ど
、
世
界
的
に
将
来
の
世

代
に
負
担
を
か
け
な
い
社
会
の
あ
り
方
が

求
め
ら
れ
る
い
ま
、
京
都
精
華
大
学
は

「
表
現
の
大
学
」
と
し
て
、
文
化
と
芸
術

の
力
に
よ
っ
て
よ
り
よ
い
世
界
の
未
来
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
開
学
当
初
か
ら
培
っ
て
き

た
京
都
の
伝
統
産
業
に
お
け
る
研
究
資
源

を
そ
の
大
き
な
足
が
か
り
の
ひ
と
つ
と
し
、

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
提
案
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

伝
統
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長
　
米
原 

有
二

（
1
9
9
9
年
度 

人
文
学
部
卒
業
生
）

「京都の伝統産業演習」は全学部生が受講可能

　
伝
統
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
京
都
精
華
大
学
が
培
っ
て

き
た
伝
統
産
業
の
知
見
を
集
約
し
、
よ
り

活
発
な
教
育
・
研
究
活
動
に
還
元
す
る
た

め
に
2
0
1
7
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

　
か
つ
て
な
い
速
度
で
暮
ら
し
の
あ
り
方

が
変
化
す
る
時
代
に
あ
っ
て
、
1
0
0
0

年
前
の
職
人
技
に
挑
み
続
け
る
伝
統
産
業

界
の
知
見
は
、
わ
た
し
た
ち
に
多
く
の
気

づ
き
を
も
た
ら
せ
ま
す
。
た
と
え
ば
そ
こ

に
は
、
技
術
の
背
景
に
あ
る
物
語
や
、
土

地
に
暮
ら
す
人
々
の
営
み
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
自
然
素
材
の
厳
し
さ
や
、

身
体
を
動
か
し
て
汗
を
流
す
こ
と
の
意
味

を
理
解
す
る
の
で
す
。
伝
統
産
業
が
次
代

へ
の
継
承
に
苦
し
む
な
か
、
大
学
が
「
伝

統
」
に
学
ぶ
だ
け
の
時
期
は
終
わ
り
ま
し

た
。
先
達
へ
の
尊
敬
と
深
い
理
解
を
も
と

に
、
文
化
の
本
質
が
受
け
継
が
れ
た
「
未

来
」
を
描
き
続
け
る
こ
と
が
、
伝
統
の
街

で
育
っ
た
京
都
精
華
大
学
の
使
命
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

未
来
の
、手
仕
事
の
た
め
に
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表現の大学
文化・芸術を教学内容とする
大学として、未来を創造する
表現の大学をめざします。

リベラルアーツの
大学

「自由自治」を教育理念に掲
げる大学として、リベラル
アーツの大学をめざします。

グローバルな
大学

世界の諸文化との共存と連
携をはかるグローバルな大
学をめざします。

経営・運営

教育・研究

教育・研究

教育・研究

経営・運営

永続する
大学づくり

不断の
教育改革

新
学
部
誕
生

　
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
と

コ
ン
テ
ン
ツ
の
知
識
と
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
を
身

に
つ
け
た
ク
リ
エ
イ
タ
ー
を
育
て
ま
す
。
最

先
端
の
表
現
に
不
可
欠
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
学
べ
る
こ
と
も

特
徴
で
、
１
年
次
に
メ
デ
ィ
ア
と
最
先
端
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
、
３
専
攻

に
分
か
れ
ま
す
。「
音
楽
表
現
専
攻
」
で
は

音
楽
・
音
響
制
作
を
軸
に
、
表
現
技
法
と
伝

達
手
段
を
学
び
ま
す
。「
イ
メ
ー
ジ
表
現
専

攻
」
で
は
動
画
な
ど
の
視
覚
的
表
現
と
多
様

な
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
手
段
の
知
識
を
身
に
つ

け
ま
す
。「
メ
デ
ィ
ア
情
報
専
攻
」
で
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
と
情
報
の
つ
な
が
り
を
学
び
、

Ｗ
ｅ
ｂ
や
ア
プ
リ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
を
制
作
し
ま
す
。
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
×
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
×
ビ
ジ
ネ
ス
で
多
く
の

人
に
幸
せ
を
届
け
る
学
部
で
す
。

京
都
精
華
大
学
は
2
0
2
1
年
春
、
日
々
変
化
す
る
現
代
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
予
測
し
、
よ
り
よ
い
姿
に
か
え
て
い
く
人
を
育
て
る
た
め
に
、

2
つ
の
新
学
部
「
メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部
」
と
「
国
際
文
化
学
部
」
を
開
設
し
ま
す
。

同
時
に
、
5
学
部
を
横
断
し
な
が
ら
学
ぶ
「
人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
設
置
し
ま
す
。

※
設
置
構
想
中
。
2
0
2
1
年
4
月
に
向
け
て
文
部
科
学
省
へ
届
出
予
定

２
０
２
１
年
度
か
ら
の
学
部
構
成

造
形
学
科

イ
ラ
ス
ト
学
科

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
学
科

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
学
科

建
築
学
科

人
文
学
科

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科

芸
術
学
部

デ
ザ
イ
ン
学
部

人
間
環
境
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
文
化
学
部

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部

マ
ン
ガ
学
科

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
学
科

洋
画
／
日
本
画
／
立
体
造
形
／
陶
芸
／

テ
キ
ス
タ
イ
ル
／
版
画
／
映
像

イ
ラ
ス
ト

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
／

デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

プ
ロ
ダ
ク
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
／

ラ
イ
フ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
／
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

建
築

文
学
／
歴
史
／
社
会
／
日
本
文
化

グ
ロ
ー
バ
ル
関
係
／
グ
ロ
ー
バ
ル
共
生
社
会
／

ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
文
化

音
楽
表
現
／
イ
メ
ー
ジ
表
現
／
メ
デ
ィ
ア
情
報

カ
ー
ト
ゥ
ー
ン
／
ス
ト
ー
リ
ー
マ
ン
ガ
／

新
世
代
マ
ン
ガ
／
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

マ
ン
ガ
学
部

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
部

メ
デ
ィ
ア
表
現
学
科

　
国
際
文
化
学
部
に
は
２
つ
の
学
科
を
設
置

し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
と
ロ
ー
カ
ル
の
視
点
か
ら

多
様
な
人
び
と
が
暮
ら
す
社
会
の
よ
り
よ
い

姿
を
追
究
し
ま
す
。
人
文
学
科
で
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
す
る
社
会
の
な
か
で
世
界
に
向
き

合
う
た
め
に
日
本
の
「
文
学
」「
歴
史
」「
社
会
」

「
文
化
」
を
研
究
対
象
と
し
、
体
験
的
な
学

修
を
通
し
て
日
本
や
京
都
の
文
化
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ

学
科
で
は
、
文
化
や
経
済
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
・
ア

ジ
ア
地
域
に
重
点
を
置
い
て
学
び
ま
す
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
関
係
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
共
生
社

会
」「
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
文
化
」
の
３
つ

の
専
攻
で
、
土
地
の
文
化
や
暮
ら
し
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
に
つ

い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
、
こ
れ
か

ら
の
世
界
を
見
通
す
力
を
養
い
ま
す
。

　
２
０
２
１
年
度
の
学
部
新
設
は
２
０
１
８

年
春
に
定
め
た
ビ
ジ
ョ
ン【VISIO

N 2024
SEIK

A

】（
図
１
）に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
ビ

ジ
ョ
ン
は
京
都
精
華
大
学
の
理
念
と
使
命
、

歴
史
的
蓄
積
を
踏
ま
え
て
策
定
し
ま
し
た
。

教
育
・
研
究
面
で
は
「
表
現
の
大
学
」「
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
大
学
」「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
大

学
」
と
い
う
３
つ
の
軸
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
は
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、

教
育
の
質
向
上
を
め
ざ
し
て
構
造
を
改
革
。 

専
門
教
育
と
共
通
教
育
を
再
編
成
し
ま
す

（
図
２
）。
全
学
部
生
が
受
講
す
る
共
通
科

目
で
は
教
養
、
社
会
実
践
力
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
加
え
て
も
う
ひ
と
つ
の
専
門

科
目（
マ
イ
ナ
ー
科
目
）を
履
修
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
京
都
精
華
大
学
は
、「
未
来
を
自

ら
つ
く
り
だ
す
人
間
の
育
成
」
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

５
学
部
を
横
断
し
な
が
ら
学
ぶ
「
学
部
横
断
型
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
」。
こ
れ
か
ら
の

人
び
と
の
暮
ら
し
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
都
市
や
社
会
環
境
を
創
造
す
る
ク
リ
エ
イ

タ
ー
を
育
成
。

国
際
文
化
学
部

人
文
学
科
／

グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
学
科

改
革
の
根
底
に
あ
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

特集２

（図2） 教育構造イメージ

（図1） VISION 2024SEIKA

1年次 2年次 3年次 4年次

専門科目
（74単位）

共通科目
（50単位）

特色マイナー（ビジネス／アフリカ・アジア／京都伝統文化／日本語教育）
学部マイナー（芸術／デザイン／マンガ／メディア表現／国際文化）

マイナー

応用演習・実習

基礎演習・実習

卒業研究
演習・実習

専門講義・演習・実習

リベラルアーツ／グローバル／情報・テクノロジー／キャリア等
教養

社会実践
ショートプログラム（海外・国内）／産公学連携ＰＢＬ／インターンシップ／大学連携

NEW NEW NEW

学部、学科ごとに編成
された科目。専門的
な技術や知識を身に
つける。

すべての学生が共通
で履修する科目。専門
の学びを支え、展開
する。
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「
羊
飼
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
国
や
場
所
に
よ
っ
て
人
の

反
応
が
異
な
る
と
こ
ろ
が
面
白
い

卒業生イ ンタビュー
独自の道を歩む京都　　精華大学の卒業生に、

現在の活動や今後の夢、セ　　イカの思い出を伺いました。 

ライブ感覚を大切に
コミュニケーション・アートで
世界を旅しています

    井上 信太さん
Shinta Inoue

平面作家
美術学部

ビジュアルコミュニケーションデザイン
1991年卒業

人と出会い、つながり、
地元・滋賀の

魅力を引き出したい

    周防 苑子さん
Sonoko Suou

プロダクト作家
アトリエカフェ「VOID A PART」代表

人文学部 社会メディア学科
2011年卒業

セイカの思い出

みんなで競うように作品をつくっ
ていました。卒業制作で優秀賞
に選ばれたのはうれしかったで
すね。

セイカの思い出

学内で編集プロダクションを
つくって活動していました。ダンス
サークル「S.D.Crew」にも所属
していて、かなり派手でした。

「ハコミドリ」には、植物の造形が活かされている

「VOID A PART」は10～19時
営業（18時L.O.）。火・水は定休。
食材にこだわったランチも好評

地域の特色を活かして子ども対象のワークショップを
行っている

　
大
学
卒
業
後
は
東
京
で
企
業
の
広
報
や
Ｐ
Ｒ

業
務
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
が
、
4
年
前
、
家

庭
の
事
情
で
実
家
の
あ
る
滋
賀
県
へ
。
長
く
は

い
な
い
つ
も
り
で
し
た
が
、
1
冊
の
本
が
き
っ

か
け
で
、
滋
賀
県
内
で
魅
力
的
な
活
動
を
し
て

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

気
に
な
る
人
に
会
い
に
行
っ
て
直
接
話
を
聞
く

う
ち
に
、
地
元
で
表
現
活
動
が
し
た
い
と
考
え

る
よ
う
に
。
家
業
の
生
花
店
で
売
り
物
に
な
ら

な
い
商
品
を
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
、
親
戚

の
ガ
ラ
ス
工
場
に
あ
っ
た
廃
棄
ガ
ラ
ス
と
組
み

合
わ
せ
て
誕
生
し
た
の
が
『
ハ
コ
ミ
ド
リ
』
と

い
う
ア
ー
ト
作
品
で
し
た
。

　
琵
琶
湖
沿
い
に
、
ア
ト
リ
エ
カ
フ
ェ「VO

ID
 A PART

（
ボ
イ
ド
ア
パ
ー
ト
）」
を
オ
ー
プ
ン

し
た
の
は
３
年
前
。
自
分
の
ア
ト
リ
エ
で
も
あ

り
な
が
ら
、
人
が
つ
な
が
り
、
カ
ル
チ
ャ
ー
に

触
れ
ら
れ
る
場
所
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
た
ん

で
す
。
運
営
に
協
力
し
て
く
れ
る
仲
間
を
探
し
、

資
金
は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
調
達
。

内
装
を
担
当
し
て
く
れ
た
の
は
滋
賀
県
立
大
学

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
た
ち
で
す
。
県
内

の
イ
ベ
ン
ト
で
知
り
合
っ
た
同
大
学
の
先
生
が

興
味
を
持
っ
て
く
だ
さ
り
、
授
業
の
一
環
と
し

て
１
６
５
平
米
の
広
い
ス
ペ
ー
ス
の
店
舗
設
計

や
内
装
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
ん
で
す
。
こ
こ

は
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い
に
助
け
ら
れ
て
、

よ
う
や
く
生
ま
れ
た
場
所
な
ん
で
す
。
現
在
は

カ
フ
ェ
営
業
の
ほ
か
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

も
開
催
。
新
し
い
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
る
場
所

に
な
る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
地
元
に
戻
っ
て
か
ら
の
数
年
で
、
私
の
人
生

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
セ
イ
カ

の
学
生
生
活
で
得
た
行
動
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
だ
と
思
い
ま
す
。
入
学
当
初
は
周
り
の
み
ん

な
が
自
分
の
思
う
ま
ま
に
好
き
な
こ
と
を
や
っ

て
い
る
様
子
に
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
で
も
次
第
に
、
そ
ん
な
環
境
の
な

か
で
鍛
え
ら
れ
、
や
る
か
や
ら
な
い
か
は
自
分

次
第
な
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん

で
す
。
卒
業
し
た
い
ま
で
も
、
あ
の
こ
ろ
の
仲

間
た
ち
は
よ
い
ラ
イ
バ
ル
。
自
分
の
活
動
が
届

く
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
セ
イ
カ
で
の
4
年
間
は
本
当
に
濃
密
な
時
間

で
、
ひ
た
す
ら
絵
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
僕
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、
み
ん
な
そ
う
。
昼
夜
を
問
わ

ず
、
ず
っ
と
大
学
で
制
作
し
て
い
ま
し
た
。
セ

イ
カ
で
は
学
部
や
学
年
の
隔
た
り
が
な
く
、
教

員
も
含
め
て
み
ん
な
が
仲
間
。
僕
は
デ
ザ
イ
ン

学
科
で
し
た
が
、
絵
画
作
品
を
造
形
学
科
の
教

員
に
見
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
大
学

の
外
に
も
、
京
都
に
は
新
し
い
こ
と
や
面
白
い

こ
と
を
常
に
考
え
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
て
、
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
セ
イ
カ
と
京
都

に
育
て
ら
れ
て
、
い
ま
の
僕
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
旅
を
し
な
が
ら
、
ア
ー
ト
を
通
じ
て
い
ろ
ん

な
人
と
交
流
し
た
い
と
思
い
始
め
た
の
も
学
生

の
頃
。
卒
業
後
は
和
太
鼓
集
団
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
数
年
か
け
て
ま
わ

り
ま
し
た
。
帰
国
し
て
か
ら
本
格
的
な
作
家
活

動
と
し
て
始
め
た
の
が
『
羊
飼
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
で
す
。「
顔
の
な
い
羊
」
を
描
い
た
パ
ネ

ル
を
世
界
の
い
ろ
ん
な
場
所
で
即
興
的
に
設
置

す
る
と
い
う
手
法
で
、
日
本
各
地
か
ら
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、
万
里
の
長
城
、
モ
ン
ゴ
ル
の
草
原
な

ど
あ
ち
こ
ち
で
や
り
ま
し
た
。
絵
を
描
く
だ
け

で
は
な
く
、
作
品
に
興
味
を
持
っ
て
ま
わ
り
に

集
ま
っ
て
く
れ
た
人
と
の
間
で
生
ま
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
好
き
な
ん
で
す
よ
。

　
能
舞
台
や
ポ
ー
ル
ダ
ン
ス
と
い
っ
た
他
領
域

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
、
子
ど
も
を
対
象

と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
僕
の
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
で
す
。
年
間
1
万
人
以
上
が
参
加
し
て
く
れ

る
子
ど
も
と
の
ア
ー
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
彼

ら
の
な
か
に
あ
る
表
現
を
引
き
出
す
の
が
僕
の

役
目
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
後
、
創
作
意
欲
が
出
た
子
ど
も
た
ち
が
卒
業

式
の
演
出
を
自
分
た
ち
で
企
画
し
て
盛
り
上
げ

た
と
い
う
話
を
聞
い
た
時
は
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。

　
こ
れ
か
ら
も
ラ
イ
ブ
感
覚
を
大
切
に
し
て
、

ア
ー
ト
で
人
と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
。
『
羊

飼
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
始
め
て
か
ら
も
う
20

年
。
羊
と
一
緒
に
世
界
一
周
を
し
た
い
な
と
考

え
て
い
ま
す
。
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1

「塩田千春展：魂がふるえる」
2019年6月20日（木）～10月27日（日）
森美術館

第500回アセンブリーアワー講演会
京都大学総長 山極壽一×京都精華大学学長 ウスビ・サコ
対談「人間的差別の問題」
2019年1月11日（金）　京都精華大学 明窓館 M-201

　
１
９
６
８
年
の
開
学
以
来
続
く
公
開

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
ア

ワ
ー
講
演
会
」
の
記
念
す
べ
き
５
０
０

回
目
が
２
０
１
９
年
１
月
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
第
１
回
と
同
じ

「
人
間
的
差
別
の
問
題
」。
霊
長
類
研
究

で
知
ら
れ
る
京
都
大
学
総
長
の
山
極
壽

一
氏
と
ウ
ス
ビ
・
サ
コ
学
長
が
、
当
時

か
ら
半
世
紀
を
経
た
い
ま
、
改
め
て
こ

の
問
題
に
挑
み
ま
し
た
。

　
ま
ず
山
極
氏
は
毛
づ
く
ろ
い
な
ど
身

体
的
交
流
を
基
盤
に
す
る
サ
ル
と
、「
言

葉
」
と
い
う
実
体
の
な
い
記
号（
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
）を
用
い
る
こ
と
で
か
つ
て

な
い
規
模
の
新
た
な
社
会
を
形
成
し
た

人
類
を
比
較
し
ま
し
た
。
そ
し
て
差
別

と
は
人
類
が
つ
く
り
あ
げ
た
集
団
構
造

が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
基
盤
と
し
て
い
る

か
ら
こ
そ
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
述
べ
ま
し
た
。

　
サ
コ
学
長
が
「
人
間
的
差
別
」
を
こ

の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
近
代
の
産
物

と
位
置
づ
け
る
一
方
、
山
極
氏
は
集
団

固
定
化
の
要
因
と
な
っ
た
農
耕
牧
畜
の

開
始
に
起
源
を
求
め
る
な
ど
、
異
な
る

意
見
に
議
論
は
白
熱
。
対
談
の
最
後
に

は
サ
コ
学
長
か
ら
、
大
学
と
い
う
教
育

の
場
に
つ
い
て
「
人
間
に
対
す
る
想
像

力
を
養
う
場
所
と
し
て
社
会
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
」
と
い
う
思
い
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
本
学
最
大
の
講
義
室
で
あ
る

明
窓
館
が
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
大
盛
況
に
。

来
場
者
か
ら
質
問
も
活
発
に
出
て
、
知

的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
一
夜
に
な
り
ま

し
た
。

50年の時を超えて「人間的差別の問題」を議論する

　
洋
画
分
野
の
卒
業
生
で
あ
り
、
現
在

ベ
ル
リ
ン
を
拠
点
に
活
躍
す
る
現
代
美

術
家
・
塩
田
千
春
さ
ん
の
個
展
「
塩
田

千
春
展

：

魂
が
ふ
る
え
る
」
が
、
東
京

六
本
木
の
森
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
同
展
は
、
1
9
9
0
年
代
の
初
期
作

品
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
記
録
、
代
表
的

な
立
体
作
品
か
ら
新
作
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
、
塩
田
さ
ん
の
25
年
に
わ

た
る
活
動
を
網
羅
的
に
振
り
返
る
過
去

最
大
規
模
の
個
展
で
す
。
会
場
で
は
、

留
学
時
の
様
子
や
、
7
号
館
や
春
秋
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
を
記
録
し
た
写

真
な
ど
、
在
学
時
の
活
動
が
伺
え
る
展

示
も
多
数
見
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
注

目
な
の
が
、
大
学
１
年
次
の
「
自
由
課

題
」と
し
て
描
い
た
油
絵
の
抽
象
画
作

品
で
す
。
こ
の
作
品
以
来
、
塩
田
さ
ん

は
油
絵
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
代
を
代
表
す
る
作
家
の
学
生
時
代
の

葛
藤
を
追
体
験
す
る
こ
と
で
、
今
日
の

創
作
の
原
点
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
で
も
、
重
要
な
展
覧
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
学
を
出
発
点
に
、

世
界
的
な
芸
術
祭
で
活
躍
す
る
塩
田
さ

ん
の
活
動
の
軌
跡
は
、
在
学
生
や
卒
業

生
に
と
っ
て
も
刺
激
に
な
る
は
ず
で
す
。

　
来
場
者
は
開
幕
か
ら
22
日
目
に
10
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

塩田千春の原点に迫る過去最大規模の個展

木
野
か
ら

ヤ
ッ
ホ
ー

あ
の
先
生
元
気
か
な…

？

そ
う
思
っ
て
い
る
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
へ
、

セ
イ
カ
の
教
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

TOKYO OLYMPICに先駆け、建築学科
の総同窓会を2020年4～5月頃に開催
予定です。同窓会の招待メールがこの夏
頃より廻って来ると思います。同時に
Kiyokazu ARAI ＋ Arai Architects ＋ 
Arai Schoolの作品集出版と展覧会開催
を考えています。みなが大学を卒業し各々
の人生を歩んでいる様に、僕も来年卒業
いたします。思い起こせば、僕の成長は京
都精華大学と、また学生諸君との共同作
業とともにありました。その意味を込めた
作品集と展覧会を目指します。近況報告
は海外関連が多く、建築視察・海外ワーク
ショップを積極的にこなしています。その
様子は精華建築のサイトに掲載されてい
ます。見てみてください。Facebookでの
友達申請も待っています。

卒業生のみなさん、お元気ですか？
今学期は研究室の本を片付けようと思い
ながら、忙しくてまだまだ手がつけられな
い状態。「世界文学」と「現代美術と場」の
科目を担当しながら、研究活動を続けて
います。3月に沖縄へ現代美術の調査に
行き、5月にKYOTO GRAPHIEの関連
イベントでフランスの演劇作家と出会い、
7月に神奈川県藤野で98歳になる富山
妙子さんの展示・イベントを開催しました。
今年、何人かの卒業生と再会ができて、とっ
てもうれしかったです。出版関係の仕事、
ジェンダー平等の活動、子育てなどの話
を聞くことができてよかった！よろしければ、
卒業後の「旅の物語り」聞かせてください。
お待ちしています。

卒業生のみなさん、お元気ですか。
さそうはすっかりじじいになりました。
2019年で6年目を迎えました課外授業
ヌードクロッキー（月曜日18：30～20：50、
自在館201教室）は、卒業生の交流の場
にもなっています。機会があったらぜひ参
加して、懐かしい顔を見せてください。自分
の仕事としては、3年におよぶ『バリ島物
語』（全5巻）の連載が終わりました。今年
中にまた新しい連載が始
められるように、鋭意取材
を進めているところです。
プロになろうがなるまい
が、みなの新しい作品は
いつも楽しみにしています。
また読ませてください！

2

3

みなさんの新しい作品を
楽しみにしています。

卒業後の「旅の物語り」
聞かせてください。

僕も来年卒業です。
同窓会で待っています。

『バリ島物語』
（双葉社）

さそうあきら
マンガ学部マンガ学科

レベッカ・ジェニスン
人文学部総合人文学科

1.さそうの研究室です。遊びに来てください（さそう）　
2.ソルク・インスティテュートに行ってきました（新井）
3.富山妙子展『終わりの始まり 始まりの終わり（Ⅱ）』にて
　（ジェニスン）

新井清一
デザイン学部建築学科

イベントレポート
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　2018年度の事業活動収入は前年度から7千万円減少し、55億3千万円でした。このうち学生納付金は79.4％を占めています。
　事業活動支出（人件費・経費等）は54億7千万円で、当年度の基本金組入前収支差額は7千万円の収入超過となりました。当年度は基本金の
組入が生じなかったため、当年度収支差額も基本金組入前収支差額と同額で7千万円の収入超過です。なお、基本金取崩後の翌年度繰越収支差
額は支出超過額が44億1千万円に減少しました。
　支払資金（現金・預金）は前年比1億8千万円増の35億1千万円となりました。ただし、大学の資産全体としては固定資産の減少などにより
5億1千万円の減少です。また、前受金の減少や借入金の返済等により、負債は5億7千万円が減少しました。これらによって、純資産は7千万円
増加しました。
　以上の結果、純資産構成比率は1.7％上昇し、85.8％となりました。

2018年度決算について

　2019年度は経常支出予算の他に、学生生活支援総合サイト「セイカ・ポータル」の機能強化やマンガ学部の実習室改修工事にかかる予算等を
計上しています。また、文部科学省から助成を受けることが決まっている「研究ブランディング事業」にかかる経費も予算化しました。
　それらの結果、単年度の事業活動収支は基本財産取得に関わる基本金組入等を含めると1億9千万円の支出超過となりますが、基本金組入前
の収支は収入超過を維持します。なお、支払資金（現金・預金）は2018年度末から比べると1年間で5億8千万円の増加を見込んでいます。

2019年度予算について

決算および予算について
学校法人京都精華大学の2018年度決算および、
2019年度予算についてご報告いたします。

2,722,395,010
1,336,242,000
1,386,153,010
1,378,722,966
186,258,000
129,591,096
925,853,934
137,019,936

4,101,117,976
29,183,351,660
28,609,351,660
150,000,000
424,000,000

△ 4,407,149,470
△ 4,407,149,470
24,776,202,190
28,877,320,166

2,914,307,014
1,521,250,000
1,393,057,014
1,759,235,625
186,258,000
105,579,258

1,320,998,528
146,399,839

4,673,542,639
29,183,979,764
28,609,979,764
150,000,000
424,000,000

△ 4,473,171,547
△ 4,473,171,547
24,710,808,217
29,384,350,856

△ 191,912,004
△ 185,008,000
△ 6,904,004

△ 380,512,659
0

24,011,838
△ 395,144,594
△ 9,379,903

△ 572,424,663
△ 628,104
△ 628,104

0
0

66,022,077
66,022,077
65,393,973

△ 507,030,690

固定負債
　長期借入金
　退職給与引当金
流動負債
　短期借入金
　未払金
　前受金
　預り金
負債の部合計
基本金
　第１号基本金
　第３号基本金
　第４号基本金
繰越収支差額
　翌年度繰越収支差額
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

負
債
の
部

純
資
産
の
部

（単位：円）
本年度末 前年度末 増　　減科　　目

25,114,419,136
16,960,637,885
4,214,967,496
10,646,947,382
144,617,375
777,085,645
26,464,906

1,150,469,740
85,341

7,851,147,521
150,000,000

1,364,487,000
6,336,660,521
302,633,730
3,633,424
8,595,763

100,000,000
185,639,223
4,765,320

3,762,901,030
3,505,412,530
184,035,245
10,735,387
29,169,620
4,470,658
27,586,159
1,491,431

28,877,320,166

25,864,725,445
17,483,001,459
4,227,871,496
11,040,422,722
184,343,994
871,904,184
23,722,524

1,134,599,998
136,541

8,044,117,521
150,000,000

1,357,457,000
6,536,660,521
337,606,465
3,633,424
26,114,549
100,000,000
203,093,172
4,765,320

3,519,625,411
3,326,050,456
108,986,183
9,877,273
29,869,820
8,166,038
25,327,630
11,348,011

29,384,350,856

△ 750,306,309
△ 522,363,574
△ 12,904,000
△ 393,475,340
△ 39,726,619
△ 94,818,539
2,742,382
15,869,742
△ 51,200

△ 192,970,000
0

7,030,000
△ 200,000,000
△ 34,972,735

0
△ 17,518,786

0
△ 17,453,949

0
243,275,619
179,362,074
75,049,062
858,114

△ 700,200
△ 3,695,380
2,258,529

△ 9,856,580
△ 507,030,690

固定資産  
　有形固定資産 
　　土地
　　建物
　　構築物
　　教育研究用機器備品
　　管理用機器備品
　　図書
　　車両
　特定資産 
　　第３号基本金引当特定資産
　　退職給与引当特定資産
　　減価償却引当特定資産
　その他の固定資産
　　電話加入権
　　ソフトウェア
　　有価証券
　　長期貸付金
　　保証金
流動資産
　現金預金
　未収入金
　貯蔵品
　短期貸付金
　立替金
　前払金
　仮払金
資産の部合計

資
産
の
部

貸借対照表 （単位：円）
本年度末 前年度末 増　　減科　　目

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,532,414,413
5,467,020,440

基本金組入前当年度収支差額 
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

4,392,214,500
53,019,624
24,098,200
433,507,004
431,410,700
2,096,304

358,319,907
170,456,194

5,431,615,429
3,045,019,637
1,814,079,061
571,131,804
6,272,200

5,436,502,702
△ 4,887,273
79,413,311
79,413,311
25,058,287
25,058,287
54,355,024
49,467,751
12,510,233
8,875,440
21,385,673
5,340,571
118,880

5,459,451
15,926,222
65,393,973

0
65,393,973

△ 4,473,171,547
628,104

△ 4,407,149,470

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
　国庫補助金
　地方公共団体補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費 
教育研究経費 
管理経費 
徴収不能額等 
教育活動支出計 
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計
特別収支差額

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動収支計算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

 4,392,214,500
 53,019,624
 26,824,200
 436,257,004
 434,160,700
 2,096,304
 25,588,771
 358,319,907
 79,413,311
 170,456,194

 0
 925,853,934
 744,201,453

△ 1,504,942,134
 3,326,050,456
 9,033,257,220
 3,051,923,641
 1,233,098,449
 527,817,415
 25,058,287
 185,008,000
 43,263,040
 57,146,264
 406,950,000
 137,900,049
△ 140,320,455
 3,505,412,530
 9,033,257,220

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
　国庫補助金収入
　地方公共団体補助金収入
資産売却収入
付随事業･収益事業収入
受取利息･配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

収
入
の
部

支
出
の
部

資金収支計算書 （単位：円）
金　　額科　　目

4,584,452,000
53,600,000
25,000,000
306,791,000
100,000,000
353,819,000
76,040,000
151,255,000

1,364,996,000
727,360,000

△ 1,025,853,934
3,505,412,530
10,222,871,596
3,007,025,000
1,291,658,000
520,710,000
21,718,000
185,008,000
71,432,000
106,608,000
900,000,000
145,091,096

0
△ 110,000,000
4,083,621,500
10,222,871,596

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計
人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
（予備費）
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計 

収
入
の
部

支
出
の
部

資金収支予算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動収入計
事業活動支出計

（参考）
5,554,750,000
5,426,595,000

（予備費）
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
翌年度繰越収支差額

4,584,452,000
53,600,000
24,000,000
306,723,000
353,819,000
151,255,000

5,473,849,000
2,999,925,000
1,829,092,000
559,860,000
7,000,000

5,395,877,000
77,972,000
76,040,000
76,040,000
21,718,000
21,718,000
54,322,000
132,294,000
1,293,000
3,568,000
4,861,000
9,000,000
9,000,000

△ 4,139,000
0

128,155,000
△ 322,548,000
△ 194,393,000

△ 4,407,149,470
△ 4,601,542,470

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
特別支出計
特別収支差額

特
別
収
支

教
育
活
動
外
収
支

教
育
活
動
収
支

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動
収入の部

事業活動収支予算書 （単位：円）
金　　額科　　目

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部

事業活動
支出の部
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●「好きだと言えず、好きと歌った。」（講演＆パフォーマンス）
11月14日（木）
〔講師〕 Seiho（ビートメイカー／DJ／プロデューサー）

●「何も伝えたいことなんてないけど何かをつくりたい人たちへ」
12月5日（木）
〔講師〕 今泉力哉（映画監督）

●最終講義「扉はひらく いくたびも」
2020年1月8日（水）
〔講師〕 竹宮惠子（本学教員／マンガ家）

〔場所〕 京都精華大学
〔問い合わせ先〕
京都精華大学 社会連携センター
☎075-702-5263

アセンブリーアワー講演会（2019年度後期）
※予約不要、入場無料、先着順

●「Structure and Sound 
　―Perception of Structure by Sound― 
　ストラクチャー アンド サウンド ―音による構造の知覚―」展
9月13日（金）～9月29日（日） 11：00～18：00
〔休館〕 火曜日、水曜日、9月22日（日）
〔主催〕 Obsession Conception Possession 実行委員会

●同時代学生陶芸展
9月5日（木）～9月8日（日） 11：00～18：00
〔主催〕同時代陶芸展実行委員会

ギャラリーフロール　※入場無料

9月28日(土)～11月4日(月) 
瀬戸内国際芸術祭の秋会期に開催。教員、卒業生ら有志が作品
を多数出展します。

高見島プロジェクト（瀬戸内国際芸術祭2019）

開催中～9月16日（月・祝） 11：00～21：00
本学教員・卒業生・在学生のアーティストによるグループ展です。

〔場所〕 HOTEL ANTEROOM KYOTO Gallery9.5
〔作家〕 大八木夏生／THE COPY TRAVELERS／
　　　 大東真也／NAZE／やんツー

〔主催〕 京都精華大学
〔問い合わせ先〕
京都精華大学 ギャラリーフロール担当
☎075-702-5263

「RAKE UP !」　※入場無料

©
Keiko TAKEM

IYA

同賞は本学の名誉を高める功績を収めた本学関係者を表彰
するものです。下記3名が受賞し、2019年度入学式後に表彰
式が行われました。
［学　長　賞］ 伝統産業イノベーションセンター 特別ゼミ 
 工藝部〔学生有志グループ〕
［学　長　賞］ 篠原ユキオ〔本学名誉教授〕
［卒業生功労賞］ 仲谷鳰〔人文学部 （旧）文化表現学科〕

京都精華大学学長表彰
2018年度の受賞者決定

「京都市左京区誕生90周年記念事業」は左京区の誕生90周
年を記念し、同区が培ってきた伝統を受け継ぎ未来へとつない
でいくための事業です。本事業を広くPRするためのロゴマーク
に、デザイン学部グラフィックデザインコース2年生宮﨑ひかるさ
んの作品が選定されました。

デザイン学部学生の作品が
左京区記念事業のロゴに選定

News

03
News

04
左京区

多数の在学生が社会貢献活動やプロも参加するコンテストでの受賞等広く活躍をしています。
詳細はぜひウェブサイトでご覧ください。また、今後も木野通信では、活躍する在学生や卒業生
の情報を紹介していく予定です。情報をお持ちの方は、広報グループまでお知らせください。

活躍する在学生、卒業生の情報を募集しています。
●京都精華大学 ウェブサイト
　http://www.kyoto-seika.ac.jp
●広報グループ
　kouhou@kyoto-seika.ac.jp

京都精華大学とナイジェリア連邦共和国クワラ州立大学は、
学術交流・協力を推進することにより、相互の研究・教育の一
層の発展に貢献するため、基本協定を締結しました。2019年
5月18日（土）、19日（日）に本学で開催した「日本アフリカ
学会」にあわせて、学会初日の5月18日、クワラ州立大学の
AbdulRasheed Na'Allah学長とSaka Nuru氏、在日本ナイ
ジェリア大使のMohammed Gana YISA氏、本学ウスビ・サコ
学長ほか出席のもと、基本協定調印式を執り行いました。クワ
ラ州立大学は2009年、ナイジェリア・クワラ州の州都イロリン
に設立された公立の総合大学です。今回の基本協定締結を受
け、今後は研究交流や人材交流を積極的に行っていきます。

ナイジェリア連邦共和国
クワラ州立大学と基本協定締結

キャンパスから徒歩10分の位置に学生寮「木野寮」が誕生し
ました。2018年に完成した「修交館」に続く2つめの寮です。
以前の留学生寮をリノベーションして52室の個室を用意し、朝
夕に手づくりの食事を提供します。オートロックや防犯カメラを
完備し、管理人が住み込みで学生生活をサポート。個室のほ
かに、友人と利用できる共有スペースもあり、グループ課題や
談話など、寮内の交流を生み出しています。

2019年4月、
新しい学生寮が誕生

【木野寮概要】
●賃　料：25,000～30,000円/月
●共益費：8,000円/月
●食事代：28,000円/月
※その他、ネット利用料や保険など
●契約期間：2年契約（在学中のみ）
●入居期間：最長4年間
●部 屋 数：52室（家具・家電完備）

『ブラックジャックによろしく』等を手がけ、ネット上でのマン
ガ流通でも注目される佐藤秀峰氏と、かつて佐藤氏の元
で働き、ネットで話題を呼びドラマ化もされた『やれたかも
委員会』の作者・吉田貴司氏が、マンガ家としての人生を
いかに切りひらいてきたか、ユーモアたっぷりに語られま
した。

「で、結局どうやったら
マンガ家になれるんスか？」

佐藤秀峰×吉田貴司
2019年5月16日（木）

絵画、彫刻、建築など多岐にわたる創作活動のみならず、
美術批評家としても高名な岡崎乾二郎氏。2018年末に
刊行され評判を呼んでいる大著『抽象の力―近代芸術の
解析』に基づきつつ、同書には登場しない作家や作品の
紹介もまじえながら、近代芸術の論理を解きほぐす講義と
なりました。

「近代に芸術家は何を考えてきたか？
『抽象の力』の余白」

岡崎乾二郎
2019年5月23日（木）

エアロゾル・ライティングを再解釈したモティーフ「クイック
ターン・ストラクチャー」をベースとする作品を発表し、現代
美術界で注目を集める大山エンリコイサム氏。一般的には
まだ誤解もあるストリートアートについて、そして自作の
コンセプトや文脈について、写真や映像も用いて解説して
いただきました。

「反復と人格－クイックターン・
ストラクチャーについて」

大山エンリコイサム
2019年6月6日（木）

セクシュアルマイノリティや政治など、一般誌ではタブーと
される話題にも切り込み、絶大な支持を集めるインデペン
デント誌『HIGH（er）magazine』。編集長haru.氏を迎え、
創刊の背景やこれまでの活動を振り返っていただきました。
また事前にTwitterで寄せられた多数の質問にも一つひ
とつ丁寧に回答されました。

「インデペンデントに
生きるってどういうこと？」

haru.
2019年7月4日（木）

イベント情報 アセンブリーアワー講演会報告
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トピックス
（2019年度前期）

THE COPY TRAVELERS
「THE COPY TRAVELERSのA室」展示風景
2019年　撮影：守屋友樹

※2019年8月時点の情報です

竹宮惠子
『風と木の詩』より
「蒼い花」
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本学のさらなる教育・研究活動の充実、学生活動の支援のため、
温かいご支援・ご協力を心よりお願い申し上げます。

●寄付募集Webサイト
　https://www.kyoto-seika.ac.jp/donate/
　寄付使途はご意向に沿った運用をさせていただきます。

●古本募金 Webサイト
　http://kishapon.com/seika/
　読み終えられた本やＤＶＤなどが京都精華大学への寄付となります。

2018年度は法人15社及び個人157名の方々から合計で10,920,071円のご寄付をい
ただきました。また、40名の方々から書籍類14,141冊（学内回収分も含め）のご提供があり
合計で235,942円分のご寄付となりました。卒業生や保護者の方々をはじめ、ご協力いた
だいた皆様、まことにありがとうございました。

お問い合わせ（リーフレット請求先）
京都精華大学 経営企画グループ 寄付募集担当
E-mail：kikaku@kyoto-seika.ac.jp
TEL 075-702-5201
FAX 075-702-5391

木 野 通 信
木野通信　第72号
2019年9月1日 発行

京都精華大学 広報グループ
〒606-8588 京都市左京区岩倉木野町137
TEL 075-702-5197　www.kyoto-seika.ac.jp

KINO PRESS.

芸術学部
［造形学科］
洋画専攻
日本画専攻
立体造形専攻
陶芸専攻
テキスタイル専攻
版画専攻
映像専攻

デザイン学部
［イラスト学科］
イラストコース

［ビジュアルデザイン学科］
グラフィックデザインコース
デジタルクリエイションコース

［プロダクトデザイン学科］
プロダクトコミュニケーションコース
ライフクリエイションコース

［建築学科］
建築コース

マンガ学部
［マンガ学科］
新世代マンガコース
カートゥーンコース
ストーリーマンガコース
キャラクターデザインコース
マンガプロデュースコース
ギャグマンガコース

［アニメーション学科］
アニメーションコース

ポピュラーカルチャー学部
［ポピュラーカルチャー学科］
音楽コース
ファッションコース

人文学部
［総合人文学科］
文学専攻
歴史専攻
社会専攻

大学院
芸術研究科
デザイン研究科
マンガ研究科
人文学研究科

京都精華大学

『木野通信』送付先ご住所等の変更を希望される方は、
メールまたはFAXで変更事項をご連絡ください。

京都精華大学 経営企画グループ 木野会事務局
E-mail：kinokai@kyoto-seika.ac.jp
FAX 075-702-5391

～ご支援くださる皆様へ～
（ご寄付のお願い）

用途性を失うことなく、工芸領域内でデザインされた花形の碗を使用したインスタレーション。
自身の表現のルーツを母国タイで見つけ、現代表現による風景をつくり上げるとともに、工芸
の多様性を意識させた作品。現在ではアーティスト活動のほかに、陶芸のさまざまな形を提案
するアートプロジェクト「HAKUHA PROJECT」を設立し、展覧会の企画やコンセプトに沿った
商品開発を行っている。

表紙の作品
野田ジャスミンさん　2018年度 芸術学部陶芸専攻出身
『記憶のスワン04／祈祷』
素　材：ceramic　
サイズ：5000×5000×200 mm

本冊子は文部科学省「私立大学研究ブランディング事業」に係る交付金から一部支出しております。


